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二
月
十
三
日
、
高
浜
町
の
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
、
車
イ
ス
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

チ
ー
ム
の
結
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
県
内
に
一
チ
ー
ム
あ
っ

た
が
、
県
北
で
始
め
て
チ
ー
ム
が
誕
生

し
ま
し
た
。
健
康
の
た
め
と
障
害
を
乗

り
越
え
た
心
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
目

的
。
結
成
式
に
参
加
し
た
の
は
、
七
人

だ
け
で
し
た
が
、
メ
ン
、
ハ
ー
は
十
二
人

い
ま
す
。
練
習
は
月
二
回
、
第
二
・
第

四
日
曜
日
に
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
結
成
の
発
起
人
の
一
人
で
あ

る
黒
沢
さ
ん
は
、
「
チ
ー
ム
結
成
の
話
は

以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
や
っ
と
実
り
ま

し
た
。
他
の
チ
ー
ム
と
試
合
す
る
の
か

夢
で
す
。
、
ハ
ス
ヶ
ッ
ト
の
練
習
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
み
ん
な
集
ま
っ
て
、
は

ば
広
く
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
、
話

し
て
い
ま
し
た
。
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動な心を育てる ● ､

●
あ
い
さ
つ
人
間
に
な
ろ
う
Ⅱ
だ
れ
と

で
も
あ
い
さ
つ
、
会
釈
の
で
き
る
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
。
第
一
歩
は
、

ま
ず
家
族
ど
う
し
の
「
お
は
よ
う
」
一
‐
た

だ
い
ま
」
「
お
や
す
み
な
さ
い

を
励

行
す
る
こ
と
で
す
。

●
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
Ⅱ

社
会
生
活
の
基
本
的
習
慣
を
守
る
こ
と

は
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の
人
間

関
係
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
か
り
ま
す
。

ま
ず
大
人
が
率
先
し
て
励
行
し
ま
し
よ

一
う
り●

物
を
大
事
に
し
よ
う
Ⅱ
物
を
粗
末
に

扱
っ
た
り
、
無
駄
に
し
た
り
す
る
似
呵

が
強
い
よ
う
で
す
。
物
の
価
値
を
正
し

〃
豊
か
な
心
〃
を
は
ぐ
く
む
た
め
に

は
、
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

「
豐
か
な
心
を
育
て
る
」
連
動
推
進

1
青
少
年
の
非
行
や
校
内
暴
力
を
い
ま
す
ぐ
根
絶
で
き
る
〃
特
効
薬
″
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
「
否
」
で
す
。
し
か
し
、
特
効
薬
は
な
く
て
も
、
次
代
を
担
う

青
少
年
の
豊
か
な
心
が
蝕
ま
れ
る
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
は
お
け
ま
せ
ん
。

『
青
少
年
の
豊
か
な
心
を
育
て
る
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
一
年
ほ
ど
前
か
ら
、

文
部
省
を
中
心
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
道
な
施
策
が

い
ろ
い
ろ
な
好
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
た
ち
が
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
新
学
期
を
間
近
に
控
え
て
、

青
少
年
の
人
格
形
成
を
い
か
に
円
滑
に
図
っ
て
い
く
か
を
考
え
、
『
豊
か
な

心
を
育
て
る
」
運
動
を
各
家
庭
で
実
践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

身
近 庭

や
地
域
社
会
で
実
践
を

〈
） か

な
生
活
の
な
か
で

高
年
齢
者
の

豊
か
な
心
を
育
て
よ
う

凹
十
定
し
て
い
る
ミ
ニ
・
シ
ル
ゞ
ハ

人
材

触
れ
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
青
少
年
川
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

に
感
動
す
る
機
会
を
与
え
、
豊
か
な
情
川
○
申
込
先
巾
福
祉
事
務
所
内
ミ
ニ
・

操
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ
シ
ル
ゞ
ハ
ー
セ
ン
タ
ー
準
備
事
務
局

人
材

川
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

‐
○
申
込
先
巾
福
祉
事
務
所
内
ミ
ニ
・

Ⅱ
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
準
備
事
務
局

経
験
と
能

く
知
り
、
大
事
に
活
用
す
る
態
度
を
育
川

一
＃
』
一
十
才
‐
ｌ
」
Ｌ
‐
参
、
ハ
ノ
。

●
感
動
す
る
心
を
育
て
よ
う
Ⅱ
雄
大
な
川

口
黙
や
優
れ
た
芸
術
作
舳
な
ど
に
直
接
‐

参
考
資
料
（
文
部
省
）
か
ら
、
家
庭
や
‐
適
し
た
仕
事
を
し
な
ガ
ら
、
み
ん
な
の

川

地
域
社
会
で
ぜ
ひ
と
も
実
践
し
て
い
た
山
手
で
運
営
し
て
い
く
も
の
で
す
。

だ
き
た
い
事
例
を
い
く
つ
か
御
紹
介
し
ⅢⅡ

、
ノ
、
く
／
う
ぐ
ノ
ー
く
ノ
ー
ｒ
，
叱
〆
、
く
ノ
Ｉ
ｆ
ｊ
Ｎ
ノ
、
ノ
ー
ノ
、
ｒ
、
／
う
ぐ
ｊ

＋
十
季
‐
ｌ
レ
ー
ｒ
季
、
乱
ノ
。

川
わ
か
国
は
急
速
に
高
齢
化
社
会
に
移

川
行
し
、
各
橦
の
高
年
齢
者
対
策
の
積
極

Ｉ
的
な
展
開
、
わ
け
て
も
高
年
齢
者
の
か
た

川

川
に
仕
事
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
所
得
の

川
面
だ
け
で
な
く
、
生
き
が
い
の
意
味
で

川
も
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

川
そ
こ
で
、
五
十
八
年
度
か
ら
実
施
を

凹
十
定
し
て
い
る
ミ
ニ
・
シ
ル
ゞ
ハ

－
１
口

Ⅷ
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材

州
セ
ン
タ
ー
と
は

川
六
十
歳
以
上
の
高
年
齢
者
が
自
主
帥

川
に
団
体
を
つ
く
り
、
高
年
齢
者
に
ふ
さ

川
わ
し
い
仕
事
を
、
そ
の
地
域
の
事
業
主
、

川
一
般
家
庭
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
仕

川
事
を

引
き
受
け
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に

ー'

力
を
い
か
そ
う

－－－－〆 、

配
達
、
大
工
、
左
官
、
管
理
人

植
木
職
、
留
守
番
、
子
守
、

お
手
伝
い
、
看
護
、
清
掃
、

除
草
、
造
花
な
ど

、 ／

ノ／自分自身
／／｢■く｣「
’ことなの

一、、暮らしを
|:0 1するとこ

｢■く｣｢

一

一

こ
ん
な
仕
事
で
す

学ぶ』｢奉仕する』 1
I

で生きがいのある1
つくりだそうと ｛
ろです。 ／

一
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●
上
手
に
ほ
め
よ
う
、
叱
ろ
う
Ⅱ
上
手

に
ほ
め
て
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〃
ｆ
供

に
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
自
発
性
や
創
造

性
を
育
て
ま
す
。
ま
た
上
手
に
叱
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
供
に
反
省
さ
せ
、
善

一
デ
ー
タ
に
見
る

●
自
然
の
な
か
で
鍛
錬
Ⅱ
自
然
に
柵
‐

み
な
が
ら
、
自
然
の
環
境
に
適
応
し
、

口

４
子
供
の
自
立
心
や

ね
ば
り
強
さ
を
育
て
よ
う

３
心
身
を
鍛
え

い
ろ
い
ろ
な
牛
活
を

青
少
年
の
非
行
と
校
内
暴
力
の
現

状
を
デ
ー
タ
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
デ

ー
タ
は
警
察
庁
調
べ
）
。

〈
非
行
〉

▼
昭
和
流
十
七
年
一
月
か
ら
十
一
湖

ま
で
に
刑
法
犯
で
補
導
さ
れ
た
少
年

”
（
十
四
歳
’
十
九
歳
）
は
、
十
七
万

、
非

と
校
内
町
暴
、
力

慾
の
け
じ
め
や
判
断
力
を
養
い
ま
す
”

●
わ
が
家
の
憲
法
づ
く
り
Ⅱ
家
族
共
通

の
〃
き
ま
り
〃
を
作
り
、
そ
れ
を
守
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
立
心
と
連
帯
意
微

を
強
め
、
子
供
を
明
る
い
家
庭
づ
く
り

と
き
に
は
こ
れ
を
児
服
し
て
活
動
で
き

る
た
く
ま
し
い
心
身
を
育
て
ま
し
ょ
う
“

●
子
供
を
土
に
親
し
ま
せ
よ
う
Ⅱ
ｊ
に

親
し
む
活
動
を
通
じ
、
自
然
の
営
み
を

理
解
し
、
収
穫
や
創
造
の
喜
び
を
味
わ

う
こ
と
に
よ
り
、
豐
か
な
情
操
と
健
全

な
体
が
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

二
千
九
百
六
十
九
人
で
前
年
同
期
に

比
べ
二
・
九
％
の
増
加
で
す
。

こ
の
う
ち
中
学
生
は
全
休
の
四
０

％
を
占
め
、
高
校
生
の
三
二
％
を
大

幅
に
上
回
り
ま
し
た
℃

‐
ま
た
、
：
十
四
歳
未
満
の
中
学
生
の

触
法
少
年
（
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行

2
体
験
さ
せ
よ
う

子
供
を
外
で
遊
ば
せ
よ
う

一
》

に
参
加
さ
せ
ま
し
よ
う
・

●
家
事
の
手
伝
い
を
さ
せ
よ
う
Ⅱ
手

い
は
、
子
供
が
責
任
を
持
っ
て
や
る

う
に
し
、
長
期
間
継
続
的
に
、
一
つ

こ
と
を
根
気
抗
く
や
り
と
げ
る
よ
う

ｌ
‐
」
‐
エ
手
‐
ｌ
」
卜
す
、
可
ノ
ロ

為
を
し
た
十
四
歳
未
満
の
者
）
を
加

え
る
と
、
中
学
生
は
全
刑
法
犯
少
年

の
約
五
○
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

〈
校
内
暴
力
〉

▼
校
内
暴
力
事
件
は
一
千
七
百
七
十
八

件
で
前
年
同
期
よ
り
二
・
九
％
増
え
て
い

ま
証
し
か
し
、
補
導
人
員
は
八
千
百
七
十

二
人
で
九
。
四
％
の
減
少
を
不
し
て
い
ま
す
。

中
・
高
校
別
に
見
る
と
、
中
学
校

で
の
蛎
件
か
圧
倒
的
で
、
全
体
の
九

四
％
を
占
め
て
い
ま
す

~’ダノ台
ヨニ

ノ

地
域
の
大
人
の
協
力
や
助
言
を
得
ま
川

●
手
作
り
創
作
活
動
Ⅱ
日
用
品
や
玩
具
川

を
作
る
沽
動
を
通
し
て
、
創
造
の
喜
び
川

を
味
わ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

胃
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ゴミの埋立処

分地が完成

ｰ

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
（
不
燃
物
）
お
よ

び
焼
却
炉
の
灰
な
ど
を
埋
立
処
分
す
る

駁
終
処
分
場
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。こ

の
施
設
は
、
昭
和
五
十
六
・
五
十

七
年
度
の
二
カ
年
継
続
事
業
で
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
（
》
総
工
費
三
億
一
千
万

円
（
建
設
費
の
一
部
に
年
金
積
立
金
還

元
融
資
を
利
用
）
と
い
う
費
用
を
か
け

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
ゴ
ミ
処
理
に

伴
う
二
次
公
害
の
防
止
を
目
的
と
し
た

設
備
で
あ
り
ま
す
。

●
埋
立
方
法

コ
ミ
を
斜
川
に
沿
っ
て
ブ
ル
ド

ザ
ー
で
押
し
上
げ
三
十
～
丘
十
代
し
版

に
敷
き
、
こ
れ
を
転
圧
し
ま
す
。
一

こ
れ
を
転
圧
し
ま
す
。
一

日
の
連
搬
作
業
が
終
了
し

た
時
点
で
、
ゴ
ミ
量
の
二

割
の
土
を
覆
土
す
る
と
い

う
セ
ル
方
式
を
と
っ
て
い

ま
す
。

【施設の概要】

●埋立地面積

●埋立容量

●汚水処理能力

27， 946m

110,000m

100m,/日

(3)



第

期
各
年
（
昭
和
五
十
六
年
か
ら

五
十
八
年
）
の
市
の
配
分
は
一
四
○
幅

で
あ
り
ま
す
が
、
前
年
と
同
じ
く
風
水

害
、
低
温
等
に
よ
る
不
作
と
い
う
実
情

が
配
慮
さ
れ
、
二
八
・
六
個
が
配
分

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
水
田
耕
作
面
犢

の

九
％
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
未
達
成
農
家
に
お
い
て
は

罰
年
の
末
達
成
面
積
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 地は犢分’冑水脂ら

利

一
ト

パ
ー
ゼ

昭和58年度水田利用再編奨励補助金の種類と額 (10a 当たり）
耕
作
配
分
面
積
を
一
○
○
％
実
施
し

た
農
家
と
実
施
し
な
か
っ
た
農
家
の
不

合
理
を
是
正
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に

対
処
い
た
し
ま
す
。

①
近
代
化
資
金
の
借
り
入
れ
の
制
限
を

い
た
し
ま
す
。

②
未
達
成
面
積
を
上
乗
せ
し
て
五
十
八

年
分
を
配
分
し
ま
す
。

高萩市

奨 lリカ 金額(10a当た') )

未
達
成
者
に
対
す
る
措
置

対象作物料およびその条件、期間なと 備 必埜本瓶

(基唯収量に
応こた額）

計画加算額
(転作率に
応じた額）

団地化加算額

(定 額）

《
》

差、大豆、 そば

飼料作物（青刈トウモロコシ、 ソルガム、水年性牧草、 イ

タリアンライク,ラスなと．｡）
飼料用冑ﾒ|IW(飼料供給計1M書を,必ず提出してください。
なお、二番穂は対象にな'lませんので御注意願います｡）

最高

46,0001'1 13,500円

雌準

10,000111

特定作物
101000円

その他に

「|,達成奨

励金とし

て配分111

積達成者

7,500円 に対し、

10a当た'）

5,000円
7

／が力''算さ

／"篇”
／

7,500円

／
／

／

／

1〈年|州:物
果樹（もも、かき、 〈 ’ ) 、 うめなと+で、柧栽して5年まで

対象となります｡）

林地養魚地、農業生朧施設、 | |芸用施設（造成して3年

まで対象）加工用冑ﾒl1稲、花キ等。

小豆（地域振興作物）

③
米
穀
限
度
数
量
に
お
い
て
未
達
成
面

積
分
を
減
し
ま
す
。

転
作
は
農
家
に
と
っ
て
、
さ
け
て
と

お
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
前
向
き
の
対

策
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
配
分
面
積
だ
け
は
達
成
し
、
本

対
策
の
円
滑
な
推
進
に
御
協
力
く
だ
さ

い
。

最高

10,000円

甚準

7,500円

31 ,000P

一般作物
36,0001］

きゅう ') 、 なす、すいか、などの野菜 26,000円

ハ
農協と管理契約をしてくださ

い｡なお､耕起または除草等の

管理を十分行ってください。

|n｣一地番で連続3年間まて‘

lli]一地爵で連続4年間以上

（6年Hまで対累）

31 1000P ／

|陥全管IIl

26,00叩
／

|地改良事業が通年してけわjL、稲、 その他の作物が作イ
ナされないもの。

=|地改良

im年施h
31 ,0001リ

／／／

昭
和
五
十
七
年
度
県
政
世
論
調
査
に

よ
る
と
、
六
十
五
歳
以
後
の
生
活
資
金

の
主
な
収
入
源
と
し
て
、
年
金
ま
た
は

退
峨
金
を
含
む
貯
蓄
と
す
る
か
た
が
七
割

近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
年
金
制
度
や
退
職

金
制
度
が
、
生
活
に
か
か
わ
る
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
て
し
よ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
加

入
企
業
の
相
互
扶
助
と
凶
の
援
助
で
、

中
小
企
業
に
勤
め
る
か
た
た
ち
に
有
利

な
退
職
金
を
確
実
に
支
払
え
る
よ
う
に

設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

▼
制
度
の
内
容
Ⅱ
事
業
、
王
が
従
業
員
一

人
一
人
に
つ
き
毎
月
一
定
の
掛
金
を
納

め
て
い
く
と
、
従
業
員
が
退
職
し
た
と

き
に
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
も

の
て
す
▼
加
入
で
き
る
企
業
Ⅱ
常
用

の
従
業
員
数
が
三
ｎ
人
以
下
ま
た
は
資

市
有
地
の
一
般
入
札
に
よ
る
売
り
払

い
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
売
払
地
高
萩
市
大
字
島
名
字
経
塚

原
二
二
二

四
（
秋
山
幼
稚
園
南

側
）
宅
地
一
一
四
、
六
一
坪
ｌ
肪

○
現
地
説
明
三
月
十
九
日
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
現
地
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
現
地
説
明
に
参
加
し
な
い

か
た
は
、
入
札
に
参
加
す
る
こ
と

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
を
御
利
用
く
だ
さ
い

｛
｝

§本
金
等
の
額
が
一
億
円
以
下
（
卸
売
業

の
場
合
は
百
人
以
下
・
三
千
万
円
以
下
、

小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合
は
五
十

人
以
下
・
一
千
万
円
以
下
）
の
企
業

▼
掛
金
の
月
額
Ⅱ
一
千
二
百
円
か
ら
一

万
六
千
円
ま
で
十
九
種
類
の
額
の
中
か

ら
従
業
員
一
人
一
人
に
つ
い
て
の
額
を

選
択
、
ま
た
、
加
入
後
い
つ
で
も
増
額

で
き
ま
す
▼
退
職
金
の
額
Ⅱ
三
年
以

上
勤
め
た
人
に
は
国
の
補
助
金
が
つ
き
、

長
く
勤
め
た
人
に
有
利
な
退
職
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
▼

制
度
の
特
色
Ⅱ
掛
金
は
全
額
免
税
、
退

職
金
に
は
国
の
補
助
金
が
つ
く
こ
と
を

始
め
、
加
入
企
業
は
従
業
員
の
福
利
厚

生
施
設
を
つ
く
る
と
き
、
低
利
で
融
資

が
受
け
ら
れ
る
な
ど
有
利
で
す
。

詳
し
く
は
、
茨
城
県
労
政
課
（
盃

○
二
九
二

二
一
’
八
一
二
内
線
三

四
二
二
へ
ど
う
ぞ
。

は
て
き
ま
せ
ん
。

○
入
札
日
時
三
月
二
十
八
日
午
後
二

時
に
市
役
所
本
庁
舎
三
階
第
一
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

○
入
札
参
加
資
格
者
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
財
政
課
管
財
係

（
冠
一
国
’
二
二
一
内
線
二
九
六
）

へ
ど
、
７
ぞ
。

i!F

(4)
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れ
て
い
ま
す
。
の
管
州
者
に
、
定
期
的
に
保
守
点
検
ｌ
皇
応
じ
て
、
国
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ

設
置
届
け
は
立
八
警
箸
届
け
山
蕃
輝
反
が
定
期
的
な
傭
す
る
こ
と
Ｉ
＃
鼠
嘉
迩
ま
す
御

づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
保
守
点
検
は
、
一
高
萩
市
に
は
三
百
万
円
が
交
付
さ
れ

壗
詫
抽
紳
心
劃
娃
阿
産
詞
雑
畔
恥
咋
保
守
点
検
と
検
査

お
済
み
で
す
か

専
門
的
な
技
術
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
一
五
十
六
年
度
は
、
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
き
は
、
が
済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
自
主
的
に
し
尿
浄
化
櫓
は
、
各
種
の
微
生
物
の
県
の
名
簿
登
載
業
者
に
委
託
し
ま
し
よ
一
の
腕
車
場
整
備
や
ベ
ン
チ
の
設
置
、
本

事
前
に
設
置
者
が
州
け
出
る
こ
と
が
法
高
蔽
保
健
所
（
肥
前
川
）
へ
川
け
出
を
Ⅲ
き
に
よ
っ
て
汚
物
を
浄
化
し
ま
す
。
う
。
ま
た
、
清
怖
は
、
年
一
Ｍ
な
い
し
一
年
度
は
、
横
川
地
区
の
農
業
用
水
路
の

律
（
廃
棄
物
処
理
法
）
で
義
務
づ
け
ら
し
ま
し
ょ
う
。
微
生
物
は
、
生
き
も
の
で
す
か
ら
、
行
二
Ⅲ
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
一
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

(1)人件費の状況（普通会計決算）

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
近
一
・
，
１
．
Ｉ

尿
浄
化
槽
の
届
け
出
と
維
持
管
理
を
撫
霊
踵
珪
“
仙
薊
蝿
嬬
蠕
篝
ゞ

し

■
．
Ｊ
’
Ｊ

』

４
辞
０
１
－
巴

人件費率
(B/A)

24.2％

区分住民基本台帳人口

56年度57．3 ．31
33，622人

住民基本台帳人口 歳出額A

千円

6，067，025

歳出額A ヘ件費B(年度末）

千円

1，469，924

°人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

2)職員給与費の状う兄（普通会計予算）

1人当たり
給与費
(B/A)

給

区 分職員数
A給 料

千円

57年度 299人 739,38057年度 299人

背写
三L

両｜

B

千円

134，498

期末 ・
勤勉手当 ’職員手当

朗
千円

85，886 309脇'1
。職員手当には退職手当を含まない。
。給与賀は当卜ﾉj予算に計上された細である。

(3)職員の平均給料額及び平均年齢の状況（57年4月1 1｣現在）

T 政 職
ヘ
リ

倫
四

圭
威
握
成

７
０

７
０

３
４

〆
）

(4)職員の初任給の状；兄（57年4)1 1H現在

後

額

円

円

市
研
料

抑
血

目
８
４

ｆ
３
１

採
給
１
１

↑
火

ヰ
イ
邦
‐

給
円
円

Ｅ
Ｏ
Ｏ

１
０
０

葛
初
２
９

定
皿
皿

決
１
１

分
卒
卒

学
校

大
高

脱ｌ政一丁イ
几
又舟

灰
一

囮

棚澤総 #!'';,年農
112,600円

91，5()0円

101,900円

85，900円

(5職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況（57年4月1日現ｲ'三）

経!験年数;:職i1i
293､000円

258．73()円

経験年数;:職歯
241,650円

215370円

分維験年数}:戦満
大学卒 212,800円

高校卒 182,476円

｜ヌ

_』_ 寺一一K _
局秋巾

一般行政職
･経験年数とは 卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を↓
ものである。

6岸般行政職の等級別職員数の状況（57年4月1 1 1現孑I

区 分 1等仙 2等級 3等級

標準的な 部長
職務内容 参事

職員数 － 9人

構成比’ 一 46％

部長

参事

4等級 5等級’ 6等級 7等級 8等級 計

鱸難主幹鳶禰票‘
54人 58人 47人 16人 10人 194人

27.8％ 30.0％ 24.2% 8.2% 5 .2% 100%

主事
技師

16人

任反筐

課長

61参事

主係

。高萩市の締与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。
。標準的な職務内容とは、 それぞれの等級に該当する代表的な職名であを

(7)職員手当の状況 き
Ⅲ
い
た
管
川
が
な
ぎ
侃
噛
如
懸
型
補
助
金
を
利
用
し
て

りｂ“

区 分 匡’

56年度支給荊合

期 末勤 勉

1 .4月分0．5 11 分

1 .9 " 0.6 "

0．5 〃

3．8 ノノ 1 ． 1 〃

自己都合勧 奨

60 月分67.5675月分

21 " 30.7125 "

41 ．25 ノノ 57．915 〃

48.125 " 67.5675 "

〃分″″
弱５月

２１

帥銘虹刎

の
た
め
、
法
律
で
は
し
尿
浄
化
槽
一
施
設
の
あ
る
市
町
村
に
は
、
発
電
量
に

吉
向 萩

56年度支給割合

市

ー

期 末勤 勉

6 月期 1．4 月分0.5 月分

12 " l .9 " 0.6 "

二
3 〃 05 〃

:+ 3.8 " 1_1 "「11

（支給率） 自己部合勧 奨

最高限度額70．0月分7415月分

勤続20年23 1 〃 399 〃

勤続30年 45.375 ﾉ1 63.525 "

6 月期’ 14 月分
12 " l9 "

3．8 〃

自己部合

同T

支給率

74．15月分

39．9 〃

63．525 〃

５
７

３１
５３

４２

勤続30年

勤勉

当

期末
三壬

74．15 〃

退職手当

勤続35年 53.35

(注） 1 退城手当の支給率は、昭ｲ1157年4月1日現在のものであります。
2 本市は、茨城県市町村総合1↑梯組合（県内全, |jillI付で構成）に加入しているので、
当該組合の退職手当条例の規定により退職手当が支給きれます。従ってﾘ,L内全市町
村の支給率は、同率であります。
なお、昭和58年4月1 1 1から支給率を引き下げる措置が昭和57年8月に満じらｵ’

ています。

(8)特別職の報酬等の状況（57年4月1日現在）

(57年度支給割合)38月分

陛 分 ,F均緒料餅議Ⅷ
,高萩 ！'』 220,118円

国 207,1601-'1

平均給料月額

区 分

市 長

肋 役
収入係

巨
唾
匡
瓦
酉
貝

讓
讓
副
議

給料月額｜報酬月額

＝～～～
610,000円
500，000円
450,000円

~~毫壹洲舶
、、、250,000円



織
蓑
蓑

艸
司

桑

横
川
小

川
か
と
考
え
て
み
た
。

友
だ
ち
は
、
次
の
よ
、
フ
な
タ
イ
プ
に

分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
何
で
も
ぼ
く
の
た
め
に
や
つ

'''''''''11 藤
三
二
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
一
三
一
一
三
三
一
一
一
一
三
一
一
一
三
漣
．
開
”
三
晨
匡
一
一
一
一
一
三
三
三
二
三

友
だ
ち

§ ５
年

松
本季
英
雄

ぼ
く
は
、
十

人
の
友
だ
ち
が

い
る
。
だ
が
こ

の
人
た
ち
が
全

部
本
当
の
友
だ

ち
と
い
え
る
の

１
６
ｌ
ｂ
０
◇
ｈ
・
＄
‐
１
．
４
．
１
０
１
４
１
，
０
、
０
．
０
、
’
’
１
，
１
，
１
、
！
・
ｌ
、
１
．
１
，
１
．
１
、
１
．
１
，
１
，
１
，
１
Ｊ

一
初
め
て
で
も

滑
れ
た
よ

’
１
心
Ｉ
ｑ
ｏ
Ⅱ
、
、
１
，
，
１
や
・
１
巳
・
０
．
１
ｑ
・
Ｉ
、
。
１
０
０
９
，
０
，
０
も
Ｌ
１
『
・
ｌ
Ｕ
Ｂ
１
、
’
０
，
．
０
ｏ
・
１
０
ｂ
９
ｑ
ｏ
Ｉ
０
ｏ
Ｉ
ｂ
ｏ
１
ｏ
Ｉ
、
．
！
、
Ｉ
巳
’
０
，
．
０
，

２
月
即
日
、
ビ
ー
チ
カ
ー
テ
ン
ス
ケ

ー
ト
場
で
、
母
子
福
祉
会
が
中
心
と
な

っ
て
、
ス
ケ
ト
教
室
か
開
か
れ
ま
ｆ

た
。

こ
の
ス
ケ
ー
ト
数
室
は
、
年
々
参
加

す
る
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
４
回
目
を

む
か
え
た
今
年
は
、
帥
人
を
数
え
ま
し

た
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
の
中
に
は
、
初

め
て
ス
ケ
ー
ト
を
す
る
子
も
い
ま
し
た

が
、
福
祉
事
務
所
の
お
兄
さ
ん
に
教
え

て
も
ら
っ
て
滑
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

本
当
の
友
だ

ち
と
い
え
る

の
は
、
協
力

し
た
り
助
け

合
っ
た
り
で

き
る
友
だ
ち

だ
と
思
、
７
。

何
て
も
ほ

く
の
た
め
に

も
ぼ
く
に
た
よ
る
友
だ
ち
だ
。
こ
れ
は

め
ん
ど
く
さ
い
し
、
い
や
な
友
だ
ち
だ
。

も
う
一
つ
は
、
ぼ
く
と
協
力
し
た
り

助
け
合
っ
た
り
で
き
る
友
だ
ち
だ
。

ぼ
く
は
、
こ
れ
ら
の
友
だ
ち
の
中
て

戦

貼

貼

／へ

横
川
小
澪
雰
大
島
磯
“

ー

て
く
れ
る
友
だ

ち
だ
。
こ
れ
は

ぼ
く
が
楽
を
で

き
る
の
で
あ
り

が
た
い
。

次
は
、
何
で

ち
だ
。
こ
れ
は

寺
や
っ
て
く
れ
る
友
だ
ち
で
は
、
ぼ
く
が

進
歩
で
き
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
に
何
で

も
や
っ
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
で
は
、
ぼ

く
に
な
ま
け
ぐ
せ
が
つ
い
て
し
ま
っ
た

り
、
自
分
で
は
ど
う
や
る
か
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
雲
７
。

ま
た
、
ぼ
く
に
ば
か
り
た
よ
る
友
だ

ち
で
は
、
相
手
が
進
歩
し
な
い
し
、
相

手
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
・

本
当
の
友
だ
ち
は
、
お
互
い
に
進
歩

て
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゞ

麿
悩
屡
屡
ｒ
来
が
音
楽
好
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
ん
か
き
ま
す

ニ
ノ
レ
Ｌ
・
雪
Ｉ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
）
が
行
わ
れ
る
。

守

Ｆ

二

△

二

・

・

壷

』

・

一

二

』

”

・

二

二

二

一

・

ｚ

一

・

・

・

宝

玉

二

・

・

ユ

堂

二

コ

・

『

一

二

口

二

二

三

阜

】

二

“

』

ロ

一

”

三

一
）

叩

ｒ

二

一

万

二

一

二

口

・

ニ

ニ

ニ

マ

』

冒

二

一

』

．

二

二

三

旨

二

二

号

画

“

雨

一

二

ロ

ロ

「

三

写

三

“

口

『

三

二

一

』

ｐ

ｐ

Ｆ

三

二

二

》

二

三

三

．

一

二

三

言

三

．

ロ

ー

二

ロ

ニ

ー

ロ

ニ

ニ

二

Ｆ

二

仙
市
内
出
身
の
新
人
歌
手
、
佐
伯
陽
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
の
コ
ン
パ
吸
や
発
声
練

岬
子
さ
ん
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
．
ニ
オ
ン
や
、
フ
ァ
ヅ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
行
っ
て
い

州
デ
ビ
ュ
ー
曲
は
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
を
経
験
し
た
の
ち
、
今
回
の
デ
ビ
ュ
と
い
う
。

州
大
人
っ
ぽ
さ
を
歌
い
あ
げ
た
ポ
ッ
プ
ｌ
と
な
り
ま
し
た
。
「
あ
お
む
け

州
ス
調
の
演
歌
で
す
。
「
小
さ
い
頃
か
ら
歌
が
好
き
で
し
た
。
な
り
、
お
な

礎
佐
伯
さ
ん
は
本
名
・
占
川
洋
子
。
ノ
ド
自
慢
大
会
に
も
よ
く
出
場
し
た
の
上
に
重
い

恥
高
萩
高
校
を
卒
業
し
た
の
ち
上
京
、
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
歌
手
に
な
る
の
を
の
せ
て

州
初
め
「
語
学
を
生
か
そ
う
」
と
外
国
こ
と
は
、
子
供
の
と
き
か
ら
の
夢
で
オ
ペ
ラ
歌
手

州
語
専
門
学
校
へ
進
ん
だ
。
し
か
し
生
す
か
ら
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
肉
体
的
に
き

三

三

二

三

三

三

三

二

二

三

三

二

三

三

三

三

三

三

一

三

三

二

二

三

三

三

三

一

三

一

三

二

三

二

三

二

三

三

二

三

一

三

三

三

三

二

三

三

三

三

三

一

三

三

三

二

三

二

三

三

二

三

三

玉

き
。
レ
ッ
ス
ン
は
毎
日
３
時
間
腹
式
呼
と
話
し
て
い
ま
す
。

ポ
ッ
プ
ス
演
歌
で
３
月
”
日
に
は
、
市
文
化
会
館
に
一

デ
ビ
ュ
ー
椛
江
埖
斯
鰹
電
（
皇

勉
強
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
あ
っ
た
川

時
な
ど
は
、
お
互
い
に
教
え
合
っ
た
り
Ｉ

｜
人
で
は
手
に
お
え
な
い
仕
事
が
あ
っ
Ⅲ

た
ら
、
二
人
で
力
を
出
し
合
っ
て
仕
事
ⅢⅢ

を
や
り
と
げ
た
り
で
き
る
友
だ
ち
が
、
川

本
当
の
友
だ
ち
な
の
だ
。

ぼ
く
は
、
今
後
、
お
互
い
に
協
力
し
Ⅲ

た
り
助
け
合
っ
た
り
で
き
る
友
だ
ち
を
Ⅲ

た
く
さ
ん
作
り
た
い
と
思
う
。

１
年
松
本
え
み
さ
ん
の
作
品

昭和57年度、茨城県児壼牛

徒芸術祭入選作品

' 1ⅡⅡ' ' ' 1Ⅱ' 1ⅡⅡ1ⅡI I IⅡⅡⅡIⅡⅡ’ ' ' 1Ⅱ

の
を
の
せ
て
発
声
練
習

２
月
９
日
、
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
で
、

青
年
会
議
所
主
催
に
よ
る
市
長
と
の
懇

談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

伽
数
人
の
出
席
者
と
市
長
と
の
間
で
、

活
発
な
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

もかにの
練
習
法
だ
そ
う
で
、

つ
い
し
、
汗
も
た
く
さ

が
、
苦
に
な
り
ま
せ
ん
」

る習 畠
■

二

丁

ヱ

エ

Ｔ

ｆ

Ｆ

■

二

日

■

三

二

宮

正

璽

雪

壷

寧

で

正

■

》

基

丁

函

王

３

５

牙

可

』

司

日

ロ

デ

呈

甦

Ｆ

歩

Ｆ

玉

垂

。

ｒ

一

を
し
ま
す
ノ
ー

～一一誤ヨーーーロリー百一ロー園一

(6)



こ
の
章
は
、
交
通
安
全
涌
勤

に
功
績
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
第
鰡
回
交
通
安
全

国
民
連
動
中
央
大
会
で
、
大
和

田
知
之
さ
ん
（
的
歳
）
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

大
和
田
さ
ん
は
、
交
通
安
全

協
会
高
蔽
支
部
長
、
ま
た
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
協
議
会

会
長
を
務
め
て
お
り
、
長
い
間

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
栄
え
あ
る
受
章
に
輝
き
ま

し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
き
、

た
い
へ
ん
光
栄
に
思
っ
て
い
ま

す
。
長
い
間
や
っ
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
関
係
す
る
機
関
・
団
体

の
か
た
の
御
苦
労
、
み
な
さ
ま

か
た
の
御
協
力
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
で
き
た
こ
と
と
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

大和田知之さん

（有明町）

交
通
栄
誉
章

「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
章

を
述
べ
て
い
，
ま
１
し
《
律

号
唖
需
叙

J 鍔

二
１
１
１

ｌ
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
１

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
１
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
１
‐
１
１
１
’
１
１
１
‐
１
１
１
↓
１
１
１
１
１
１
‐
１
１
１
１
１
１
１
彗

一
事
故
追
放
の
誓
い
一

一
！
‐
帷
ｒ
ｌ
１
ｌ
ｉ
Ｉ
！
‐
卜
Ｌ

‐
Ⅳ
『
脈
脚
暖
脱
ド
』
畷
ｉ

Ｉ
Ｉ
‐
‐
」

１
月
測
日
、
巾
民
体
育
館
で
、
「
交
通
卓
收

追
放
豆
ま
き
大
会
」
が
行
わ
れ
、
約
１
，
２
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

交
迪
安
全
の
功
労
者
、
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
が

行
わ
れ
た
あ
と
、
参
加
者
全
員
が
事
故
追
放
の

誓
い
を
胸
に
、
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
抽
選
会
を
行
い
、
自
転
車
や
柱
時
計

な
ど
、
思
い
が
け
な
く
景
舳
が
当
た
り
、
驚
い

て
い
ま
し
た
。

ｑ
交
通
事
故
は
鬼
は
そ
と

交
通
安
全
福
は
う
ち

ｰ

識蕊譲

松
川
支
部
子
ど
も
会
、
秋
山
小
学
Ⅸ
ｒ
ど
も

会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
対
抗
の
駅
伝
人
会
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
毎
年
恒
例
の
も
の
で
、
地
域
の

人
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
で
す
。

松
岡
支
部
で
は
１
，
６
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
を

ザ
声
援
に
こ
た
え
て
力
走

優
勝
は

島
名
西
と
赤
浜
Ａ

蕊

ｰ

三

一

壷
会

歩蓮

水

戸
衿
．
ｖ
酷
＃
Ｙ
則
儲
１
催
１
階
八
ｆ
八
＃
刈
舟
Ｋ
ｆ
い
ふ
か
ｒ
９
Ｆ
射
鳶
Ａ
ｆ
Ｙ
ｇ
ｆ
ハ
ダ
Ｖ
勅
Ｆ
ｈ
ｆ
Ｋ
謬
随
＃
い
ふ
莎
熈 卓霊雍豊届

シ5至堂5承シ守奄婁苛や､再争澤や-胃や今奇幸歩く唾＝垂＝奄些5通藍，● 芦恐學局~やら馬や睾舜ら帝金シ弓薙､雰奄シ帛華澤證…去与率毒華…ふざ詮＝詮＝華且毎牽葦詮＝誕琵や巽…や＝歌舞奄塞卒二幕訟宰巧亨

本町第一駐車場
月ぎめ駐車の募集

３
Ｎ
、
秋
山
小
学
区
で
は
、
過
区
間
的
・
７
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
の
父
母
、
友
だ
ち
の
声
援
を
受
け

て
、
力
い
っ
ぱ
い
走
り
ま
し
た
。

秋
山
小
学
区
の
成
績

①
島
潴
西
②
秋
山
巾
③
駒
木
皿
東

松
岡
支
部
の
成
績

①
赤
浜
Ａ
②
南
細
Ａ
③
下
組
Ａ

脈
ｌ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
刈
勝
ｌ
ｆ
ｊ
斜
Ｙ
Ｊ
ｆ
９
藤
酬
か
馴
卸
や
朋
子
ｒ
凸
常
臥
芳
肌
ｆ
ｒ
ｊ
ｆ
う
噸
的
儲
叺
瀞
Ｖ
９
ｒ
ｊ
雇
入
碁

陸橋下にある本町第一駐車場の中には、

月ぎめの勵車場か．あります。

この駐車場は、通勤などで車を使用し

ているかたが利用するためのものです。

マイカーの車庫がわりにはできません。

御利用になりたいかたは、 I|j役所市民

活動課に申込用紙がありますので、必要

事項を記入のうえ提出してください。

。料金月額3,000円

呑
向

Ｐ
ｒ
年
Ｉ

華シ弓誰シ弔奄-ｼ宅欺函奄ｼ毎余歩再令坐苛砥歩弓唖蓋詮＝華シE承霊~ゆ全令や睾岳準墓強＝唾堂5叩三F灸ｼ守辛上芦帝やｼ毎我塞奄葦唾罫帛率塞、シ5恥＝華三Fや莞地雷男君喉雲やシ紅歌&再準シ弓牢舞率シ5承ニー篇や皇奇や←竜哩
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〃
献
血
〃
と
は
、
人
道
・
博
愛
の
粘
次
の
条
件
に
か
な
う
雌
康
な
人
な
ら

神
に
基
づ
い
て
一
人
一
人
か
自
主
的
に
誰
で
も
献
川
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

そ
し
て
反
対
給
付
を
も
と
め
ず
内
分
の
・
満
十
六
歳
以
上
で
満
六
十
五
歳
末
湖

血
液
を
不
特
定
多
数
の
人
々
の
た
め
に
の
人

提
供
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
・
体
重
が
男
子
四
’
五
唾
、
女
子
四
十

一

三

三

三

三

三

三

一

一

三

一

三

三

三

一

三

一

三

三

一

三

一

三

三

一

三

三

三

二

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

二

匪川

「

花
貢
ダ
ム
と
花
貢
溪
谷
」
が
一
一
位

「
み
ん
な
で
選
ぶ
観
光
一
○
○
選
」
Ⅲ

所
詮
登
腫
津
繍

る

一
○
○
選
（
景
観
の
部
）
の
鼎
氏
投
票
Ⅲ

、
奉
李
が
汀
わ
れ
、
小
川
の
兄
え
る
ダ
ム
と
し
て
‐

力
↓
ｉ
に
宮
ゞ
ゞ
…
１
＄

決

花
貰
溪
芥
」
が
二
位
に
な
り
、
注
Ⅱ
を
川

唾
集
め
ま
し
た
．
そ
の
ほ
か
観
光
一
○
○
川

己

（
和
室
皿
）
選
の
中
‐
に
、
「
万
葉
の
道
と
さ
さ
き
の
川

己、０
“
：
ゞ

０
登
一

浜
」
、

「
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所
」
Ⅲ

１
．

で
漂
蔑
；
艫
三
ｉ

光観
”
に
輿
が
聖
と
化
凹
瀧
斧
」
は
冊

内
購
謹
鯨
縣
謙

城茨
Ⅱ
ま
し
た
ゞ

市
姪
騨
蓉
漏

絵
は
が
き
や
Ⅲ
ｆ
と
な
っ
て
紹
介
立
仏
Ⅲ

さ
れ
ま
す
。

去
年

献
血
に
御
協
力
く
だ
さ
い

■■■■■■

間
、

六
百
八
十
六
人

〈
》

雌
以
止
の
人

・
血
液
の
比
重
が
、
一
、
○
九
二
以
上
の

人
・
現
在
妊
娠
し
て
い
な
い
人

。
現
在
薬
等
を
服
用
し
て
な
い
人

気
軽
に
ど
う
ぞ

採
川
前
に
医
川
が
検
診
し
、
無
珊
な

採
血
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

採
血
量
は
、
二
・
白
“
で
す
が
、
こ
れ

は
全
血
量
の
二
十
分
の
一
以
下
で
す
か

ら
健
康
な
か
た
で
あ
れ
ば
、
少
し
も
心

咄
い
り
ま
せ
ん
。
採
血
に
は
、
四
～
五

分
か
か
り
ま
す
が
、
欄
い
こ
と
は
な
く
、

採
川
後
は
ふ
だ
ん
の
化
柄
の
と
お
り
で

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
安
紳
に

す
る
必
要
も
な
く
、
”
晋
迪
の
量
の
お
酒

を
飲
ん
で
も
、
お
風
凸
に
入
っ
て
も
け

つ
こ
う
で
す
。

あ
な
た
の
健
康
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

献
川
さ
れ
た
か
た
に
は
、
Ⅲ
液
剛
の

ほ
か
肝
機
能
検
査
・
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
血
清
蛋
白
質
測
定
な
ど
の
結
果
を

封
耆
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
成
人
病
な

ど
の
健
眼
管
哩
に
役
立
て
て
く
だ
き
い
。

献血状況(市内）
（57年1月～12月）

献血申込者数

1，891人

献lil l者数

1，686人

不適格者数

205人

一
モ
は
、
入
ｎ
に
一
万

一
開
き
の
戸
を
つ
け
る

一
の
だ
が
、
こ
の
カ
ネ

一
コ
‐
ト
タ
テ
グ
モ
の
戸

一
る
の
で
は
な
い
か
」

一
と
い
、
７
予
感
が
し
て

一
行
っ
て
み
た
。

一
土
手
に
生
い
蕊
っ

一
て
い
る
收
を
か
き
わ

一
け
な
か
ら
探
し
て
み

。

当

ｊ

－
８

－
⑳
「

市
内
で
効
寿
痘
計
発
見
一
一

》
や

叫北では、柑除人い。体色は褐色で、触肢が歩脚の一ｑ“『叫如・一川巾でしか硴認きれていなかった。ように長いのが特徴である。

ま
だ
、
生
態
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
一

一
入
口
は
ド
ア
両
開
き

こ
と
か
多
く
、
し
か
も
、
教
が
少
な
い
一

一
高
萩
市
安
良
川
の
八
幡
神
社
め
近
く
だ
け
に
、
こ
の
生
息
場
所
が
い
つ
ま
で
一

一
の
土
手
に
、
生
息
し
て
い
る
の
を
見
つ
も
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。
一
一

一
け
た
の
は
、
叶
年
の
八
月
だ
っ
た
。
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
一

一
な
ん
と
な
く
、
「
い
《
為
欝
躍
綴
露
職
鶴
薦
聯
灘
職
懸
罰
謝
錨
薗
霞
騒
騨
溌
＊
、
”
蕊
《
識
蕊
嬢
羅
麗

Ⅱ
Ⅱ
■
０
■ い

る
巣
を
み
つ
け
た

包
と
‐
戸
を
た
て
て

一
般
に
ト
タ
’
一
‐
み

’

－|I
rﾛ

)I

ll

制

M
M

}I
Il
ll

II
ll

il
ll

写
真
は
実
物
大
の
巣

（
八
幡
神
社
に
て
）
一

間
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ⅷ
洲
詐
‐
Ｍ
馴
伽
‐
肌
Ⅱ
細
則
町
Ｍ
即
Ⅷ
叫
腓
町
い
Ⅲ
Ⅲ
削
脚
Ｍ
Ｍ
Ｎ
脾
』



天
正
十
一
年
二
五
八
三
）
の
一
記
事

に
、
「
妙
渭
霊
九
月
廿
三
日
く
ほ

た
久
米
几
兵
衛
殿
か
女
房
」
と
み
え

る
。
「
く
ほ
た
」
は
「
久
保
田
」
で
、
高

萩
と
秋
山
に
久
保
田
の
小
字
が
あ
る
。

北
茨
城
市
莱
川
川
の
内
野
や
小
沖
川
に

も
久
保
Ⅲ
、
窪
田
の
小
字
が
あ
る
。
久

保
川
に
久
米
九
兵
衞
と
い
う
武
卜
が
仇

ん
で
い
る
の
を
み
る
と
、
秋
山
の
小
字

妓
近
、
世
杣
を
反
映
し
て
、
術
み
・

た
か
り
・
お
ど
し
・
詐
欺
・
枇
仙
・
傷

害
・
交
通
事
故
な
ど
が
多
発
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
犯
罪
の
肢
害
に
あ
っ
て
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察

官
が
そ
の
犯
人
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ

な
い
。
ど
う
も
、
こ
の
処
分
（
不
起
訴

処
分
）
に
納
得
で
き
な
い
。
こ
ん
な
不

満
を
持
つ
て
い
る
か
た
は
、
検
察
審
査争

軋

会
に
蕃
脊
の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
力

で
き
ま
す
。

申
し
立
て
の
用
紙
は
、
検
察
審
査
会

"Ii""
63q歴史

こ
ん
な
と
き

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か

赤浜妙法寺過去帳

（七十七）

志田諄－

川
で
死
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
妙
林

霊
」
と
い
う
法
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
を
み
る
と
、
林
の
中
に
雑
木
で
も
取

り
に
行
っ
て
先
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。

寛
、
水
十
八
年
二
六
四
二
の
記
事

に
「
法
讃
張
九
Ⅱ
七
日
新
町
の
興

次
打
術
Ⅲ
」
と
あ
り
、
寛
、
水
二
十
年
に

も
妙
碓
鞭
１
月
八
Ⅱ
八
十
に
て

妃
斯
川
川
郎
左
術
門
と
付
」
と
み
え

る
。
「
新
川
」
は
シ
ン
マ
チ
と
よ
み
、

北
淡
城
巾
叩
郷
川
ｔ
松
井
の
小
字
で
あ

る
。
万
締
三
年
二
六
六
○
）
に
も
「
妙

△

“

、

ご

Ｗ
Ｕ
－
ｌ

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
寛
永
十
年

二
六
三
三
）
に
も
「
絲
真
霊
九
川
・

一
Ⅱ
く
ぼ
た
勘
解
川
」
と
あ
り

充
・
水
二
十
年
二
六
川
三
）
に
も
「
妙

林
雅
六
Ⅱ
Ⅱ
川
日
あ
か
は
ま
喜
鮒

門
女
房
く
は
た
に
て
死
」
し
“
一
み
え
る
。

事
務
局
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑
だ
け
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
納
付
ざ
れ
な

持
参
す
れ
ば
、
す
ぐ
申
し
立
て
が
で
き
い
た
め
、
次
に
よ
り
、
差
押
え
物
件
の

ま
す
。
申
立
書
を
螂
送
さ
れ
て
も
結
構
公
光
を
行
い
ま
す
。

で
す
。
悦
川
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
○
公
光
予
定
財
脈

秘
梢
も
略
く
守
ら
れ
ま
す
。
脳
納
川
人
作

叩
し
立
て
の
ｒ
統
き
な
ど
に
つ
い
て
○
公
売
予
定
Ⅱ

凸
二
】制
し
く
知
り
た
い
か
た
は
、
次
の
と
こ
咄
刊
几
’
八
年
三
川
二
卜
《
九
Ｈ

ろ
へ
ど
う
ぞ
。
○
人
札

水
戸
市
大
町
一
’
一
’
三
八
水
円
午
削
卜
時
か
ら
午
削
１
時
二
十

地
方
我
判
所
（
狂
○
二
九
二
’
二
四
Ｉ
分

○
○
｜
二
水
戸
愉
案
審
査
会
事
務
局
○
売
却
決
定
お
よ
び
代
金
納
付

午
前
卜
時
二
十
分
か
ら
午
前
十

差
押
え
物
件
の
公
売
時
一
一
丁
分

○
公
売
場
所

巾
で
は
滞
納
市
税
に
つ
い
て
、
再
三
高
裁
巾
祥
日
町
三
一

に
わ
た
り
納
付
す
る
よ
う
催
告
を
し
て
茨
城
眼
高
萩
県
税
事
務
所

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

一

三

三

三

一

汗

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
寛
永
十
年
佑
霊
七
Ⅱ
廿
九
Ⅱ
し
ん
ま
ち
肋
川川

一
六
三
三
）
に
も
「
絲
真
霊
九
川
Ｉ
左
衛
Ⅲ
」
と
あ
る
。

呂
愉
川
の
女
房
が

ー

な
ぜ
久
保

識銭
銭

秋
山
の
久
保
田

ｸ緯

識

蕊

ト

榔

溌"城癖

蕊蕊
篝鰯

癖

…癖

「 l

L_国民健康保険証が新しくなりますヨ御
出
産
お
め
で
し
〕
う
ご
ざ
い
ま
す
。

産
後
ま
も
な
い
お
母
さ
ま
か
た
は
、

毎
日
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
枇
話
や
家
半
で

何
か
と
お
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
と
恩
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
と
も
す
る
と
伽
Ⅲ
分
の
獣
休
の
こ

と
は
、
つ
い
後
ま
わ
し
に
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
お
川
さ
ま
の
雌
醗
は
と
り
わ
け

家
庭
生
柄
の
堆
本
の
よ
う
に
忠
わ
れ
ま

母
と
子
の
育
児
教
室

ま
ず
健
康
轡

jl"I;仙川されている国民健康保険の被保険者証は、 58年31131 11で有
事効1りl限が切/Lます。

析しい保jt証の更新はつぎの日とゞりでｲ丁いますので保|jf,ilI，印猟を持

参のI. 、 史新手続きをしてください。

《国民健康保険証の更新手続きの日どり （3月)》

手

－ つ 時間
し ？

該 当

|LI高|洲地区全域

| -君l 1 | 、 イII栗、

蛍
』 地 区

(枇川、 ｜､~君川、
k能、 ’ ' 1戸川）

し
一

311231

（水）

3 1 1241

（㈹
寸

市
で
は
産
後
の
健
康
管
理
の
話
、
離

乳
食
準
備
食
の
講
習
（
果
汁
の
つ
く
り

方
な
ど
）
、
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
な

ど
、
産
後
二
～
三
カ
月
ご
ろ
の
お
母
さ

ま
を
対
象
に
「
母
と
子
の
育
児
教
室
」

を
行
っ
て
い
ま
す
．
保
健
婦
、
助
産
婦

栄
養
上
が
指
導
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
を

お
ひ
ざ
に
気
椛
に
御
参
加
く
だ
さ
い
。

○
川
樅
日
奇
数
月
の
第
川
月
咄
Ｈ

ｏ
時
川
午
後
一
時
か
ら
三
時
半

○
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

高戸、 《jW兵、 | ･JT1 , 卜手lil

31125H

㈱
高浜町、有'ﾘl川、 llu前川、東本川衛

生
課
保
健
婦

8 ： 30
｢|丁役所1階

保険年金課
17 : 00

日８２
１０

３
犬和町、春日町、小M」

311291

（火）
安良川、高萩、 Y1滝

3月30日
（ﾉk）

島名、秋11 1 ,冊平

※込み合いますので指定された日に更新をお剛いいたします。

(9)



国
民
年
金
制
度
は
、
支
給
さ
れ
る
年

金
額
が
、
物
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
目
減

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
年
金
給
付
の
財
源
は
、
皆
さ

ん
の
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
利
子
、
お

よ
び
国
庫
負
担
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お

り
、
差
し
引
き
残
が
今
後
の
年
金
給
付

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
の
財
政
を
健

全
に
保
つ
た
め
に
は
、
物
価
上
昇
・
受

給
者
の
増
加
に
伴
っ
て
保
険
料
も
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
保
険
料
額

玉 ４
月
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

|

健
康
と
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

硬
式
テ
ニ
ス
数
室
を
開
催
す
る
た
め
、

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時
４
月
旭
～
脂
・
岨
～
理
・
妬
・

妬
Ｈ
の
、
日
間
午
前
９
時
卯
分
か
ら

Ⅱ
時
訓
分

○
会
場
高
萩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
対
象
者
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
三
三
三
三
三
三
三
一

三
一
三

三
三
一
三
三
三

園 因

Ｉ
詞
当
討
刻
劃
プ

｜
一
引
く
封
到
剖
ヨ
ヨ
ー
’
一

生
徒
募
一
案
一ｌ

か
５
，
８
３
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
財
政
が
、
将
来
に
わ
た
っ

て
雌
全
に
運
営
さ
れ
る
た
め
、
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
御
理
解
く
だ
さ

い
。

KDD衛星通信所
早舂のKDD衛星通信所を尋ねた。よく手入れ 三

三

された広い諄生や木々は気持ちよく、大きなバラ 三
ニー

ボラアンテナは、今日も世界のニュースを、キャ 三

ツチして動いていた。林の中の陽だまりには、舂 三
雷やショ ジョーバカマの花芽も見え、もう舂は ＝

絵と文伊藤龍馬 言そこまで来ている。
三

三

| | | I I l l l l l I I l l l l l I l l l I l l l l I l l l l l l l l l l l I l l l l l l I l l l l l l l l I l l l lⅡl l I l l l l l l l l l l l l I l I l l l l l l l l l l l l l l I l l l l l l l l l l l l l l l l l ll l l I ' ' ' ' ' ' ' 1 l l l l I l i l l I ' ' ' ' ' ' 1 1 1

、
、
）

し
て
い
る
人
（
数
室
参
加
未
経
験
者
に
に
よ
る
講
座
・
ク
ラ
ブ
の
発
表
会
を
行

限
る
）
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費
１
，
５
０
０
円
（
傷
害
保
○
と
き
３
月
昭
日
午
前
９
時
鋤
分

険
料
を
含
む
）
○
と
こ
ろ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
申
込
期
間
３
月
鍋
日
か
ら
４
Ｈ
５
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

日
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体
育
館
（
恋
一
街
頭
献
血

③
２
５
５
２
）
へ
と
う
そ
↑
Ｉ

〆
、
＆
、
三

○
主
催
市
教
育
委
員
会

｢働きな泥羅牽桑できます1 勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
利
用
者

市のテレホン案内は

；
ノ

茨城県立水戸南高等学校で･は、昭和58年腱、

通信制の生徒を募集しています。

○願書受付58年3月7日～4月12日

○願書請求直接来校するか、切手701リを|1Jl封

のうえ請求してください。

○連絡先〒310水戸IIj白悔2～10～10窓0292

－47－4675または6173

※年配者も多数学んて･います。お気I朧にお問

い合わせ〈だ善い。

〈 02932

③1 1 51 1 1 52

街
頭
献
血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
き
３
月
肥
日
午
前
脚
時
か
ら

哩
時
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

○
と
こ
ろ
高
萩
駅
東
西
口
の
二
カ
所

I言濤
’ と世帯一～人口

児健康診‘査
I11) 1比

〆ー、暮
一 高萩保健所では、三歳児健康診杏を

いますが、該当児で今までに受け-な力

は、ぜひおい出ください．

なお、当日は母子健康手帳を御持参

○期 日 58年3月30日

○受付時間午後1時から2時

○会 場高萩保健所（肥前IHI)

○該当者昭和54年3吋から55年2

三熾児（今までに検診していない力

4月の日曜当番医

i皇施して

-、 ブ・ ・ダ,、ナ、
〆’ーグゾ イー

也
里

句

３
６
６
９
８Ｆ［Ｊ

つ
○
１
Ｌ
１
土

252

311

941

840

2月1

＋ワ1
11上

29

ださい。
力 42

世帯 ＋21

日現油H' |さまオ1
．ハ、
ノ､一ﾉ

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
制
度
全
般
の

わ
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
机
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
と
き
３
月
妬
日
午
前
加
時
か
ら

午
後
４
時

○
と
こ
ろ
市
中
央
公
民
館

善
意
あ
り
が
と
う

○
日
本
加
工
製
紙
㈱
動
力
課
電
気
係

社
会
隔
祉
へ
３
５
０
０
円

○
大
松
辰
見
さ
ん
Ⅱ
高
萩

社
会
福
祉
へ
１
０
０
０
０
円

○
高
萩
小
学
校
児
童
会

一
円
玉
募
金
３
５
０
０
０
円

「
笛Ｉ ね

ん
き
ん
相
談

②3512

⑨2318

花医院｜東本 llil3 日

麦良 1 1宍戸医院

-|‐ 王医院

10日
029332

3266
卜土 H1]

内田病院 大和町②2137

大和町②2235大和H1

17 1J

剋飯島医院24日

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

00）


